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10 古　相　正　美・岡　本　満　江
る。また、保育園の場合は園から保護者への、絵本の読
み聞かせに関する働きかけが多くあっており、調査した
幼稚園はそうした活動がほとんどないという状況だった
ということも、結果に影響を与えた可能性もある。そう
した各園の活動も合わせ考えながら今後の研究を進めて
行きたい。
とはいえ、保育園の保護者は育児をする時間がないと
いう固定概念は全くの間違いであることが、この調査に
より明白である。仕事を持っている保護者は、仕事の合
間をぬって子どもたちに絵本の読み聞かせをしている。
出産後は育児の大変な毎日の中、早い段階で読み聞かせ
を初めている。その状況は、幼稚園の保護者と何ら変わ
ることがない。ただ、両者ともに問題になるのは、残る
２割弱の家庭である。読み聞かせに消極的な保護者への
指導が現状での課題だと言える。絵本の読み聞かせを勧
めていくことは、家庭の育児に対する支援の一環として
大切な事である。
早くからの読み聞かせは予想以上の結果であったし、
また、子どもとのアタッチメントの形成にも役立ってい
ると思われる。０歳での読み聞かせは、親子の間の関係
を作ることに役立つし、保護者の育児ストレスの軽減に
もつながると思われる。今後は、幼稚園・保育園におけ
る絵本利用と言葉の発達について、さらなる調査を続け、
その中で集団保育に対する提言を続けていきたい。
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はじめに
食は，私たちの生命の源であり，生きていくために欠
かせない。しかし，現代の食をめぐる現状は多くの問題
を含んでおり，健全な食生活の実践が困難な状況におか
れている［1］［2］。それは，子どもの「食」にも大きく影響
しており，栄養の偏りや食習慣の乱れ，これに起因する
肥満や痩身傾向などの問題の他，一人で食事をとる「孤
食」，家族が個々に別の料理を食べる「個食」，食べ方や
マナーなどの食における教育力の低下，食の貧困など食
の在り方に関する多くの問題が指摘されている［1］［2］［3］。
子どもは，大人の提供したものを食べるしかなく，子ど
もの食の問題には，保護者をはじめとした大人の食に対
する知識や意識が大きく関わっているといえる。大人自
身が「食」に関心を持ち意識を高め，健全な食生活を実
践できる力を養わなければ，子どもの「食」の問題は改
善しないといえるだろう。
わが国では，こうした様々な食の問題を解決する目的
で，平成17年度に「食育基本法」［1］が制定された。同法
に基づき作成された「第１次・第２次食育推進基本計
画」［2］［3］により，食育は都道府県，市町村，関係機関・
団体等，多様な関係者とともに推進され，家庭，学校，
保育所等における食育も着実に推進され，進展してきた。
その結果，「食育に関心を持つ」「栄養バランスに配慮し
た食生活を送る」「家族で一緒に食事をする「共食」の回
数」「朝食を摂取する」などの多くの項目で改善がみられ
ていることが報告されている［3］［4］。しかしながら，「第３
次食育推進基本計画」［4］では，食品の大量破棄や日本の
食文化継承などの課題の他に，20・30歳代の若い世代
に「食」に関する知識や意識，実践状況等の課題が多い
ことが指摘され，今後，こうした若い世代を中心に食育
を推進していく必要性が述べられている。また，これか
ら親になるこうした世代が，食に関する知識や取り組み
を次世代につなげていけるように，食育を推進する必要
があることも明記している。
今回，食の中の「子どもの間食」に焦点を当てた理由
は，同じく若い世代である大学生の「間食」に対する意
識に危機感を持ったからである。彼らにとって，すでに
間食はお菓子を意味しており，幼少期からスナック菓子
やチョコレート，駄菓子などを食してきている。子ども
の間食におにぎりやいりこ，チーズ等が提供されること
に驚き，お菓子が出だされても驚かない世代である。し
かしながら，子どもにとって間食は「第４の食事」とい
われ，三度の食事では充足しきれないエネルギー・栄養・
水分を補給する重要な役割があり，お菓子を与えるので
は目的が異なると考えられる。間食は，休息や気分転換，
コミュニケーションの場，生活に潤いを与える楽しみの
時間としても重要な役割を持っているが，食事の一部で
あることを認識しておくことが大切である。
そこで，本研究では，幼児期の「食」の中の「間食」
に焦点を当て，幼児期の子どもを持つ若い世代の保護者
における子どもの間食に対する考え方，及び実際に子ど
もに提供している間食の現状を把握し，今後，必要な取
り組みについて検討することを目的とした。
調査方法
１．対象者
鹿児島市の私立幼稚園に通う未満児，年少，年中，年
長クラスの子どもの保護者，計83名を対象とした。対象
者は，すべて母親であり，20代が12％，30代が64％，
40代が24％であった。就労形態は専業主婦44％，フル
タイム24％，パートタイム23％，その他９%であった。
調査対象園は，あそびを大事にした保育を実践している
園で，食や食育に関して，特別に力をいれて実践してい
る園ではない。尚，今回，対象を幼稚園としたのは，間
食を自宅でとることが多いため，保護者の間食に対する
意識が子どもの間食に及ぼす影響が大きいと考えたから
である。
幼児期の間食における保護者の意識と現状
桧　垣　淳　子
The Guardian’s Consciousness of Current Status of Snacks in Childhood
JunkoHigaki
（2016年11月25日受理）
別刷請求先：桧垣淳子，中村学園大学教育学部，〒814-0198，福岡市城南区別府5-7-1
　　　　　　E-mail：jhigaki@nakamura-u.ac.jp
35
2 桧　垣　淳　子
２．調査方法および期間
調査は，質問紙による自記式無記名で実施した。学級
担任が子どもに調査用紙を配布し，保護者への記入を依
頼した。調査期間は，平成27年７月６日～７月16日とし
た。
３．調査内容
対象者の属性については，性別，年代，就労形態を質
問した。調査内容は，①子どもの間食の現状を知ること，
②保護者の間食に対する意識を知ることを目的として，
①では，間食を与える頻度・時間・量・内容を，②では，
間食を選ぶ際に重視すること，間食を与える際に優先す
ること，間食のとらえ方，一日に必要な間食のエネルギー
量を知っているか，間食を与える際に栄養，エネルギー
量を考えているかとした。
４．統計処理
それぞれの項目における分布の差を検討するために，
χ２検定を用いて検討した。なお，有意水準は５％未満と
した。
調査結果
１．間食の現状（頻度・時間・量・内容）
間食の摂取頻度は異なるが，摂取状況は100％であっ
た。与える頻度は「毎日」，「週に３回以上」，「週に１，２
回」の順であった（図１）。摂取時間に関しては，「時間
を決めて与えている」保護者が76％であり，間食を取る
時間は「子どもが園から帰ってすぐに」が最も高かった
（91.2％）。与える時に「量を決めて与える」と回答した
保護者が83.1％を占め，「子どもが欲しがるだけ与える」
保護者は14.5％であった。「市販品を与えることが多い」
と回答した保護者は92.7％であり（図２），その理由と
して「手軽である」（70％），「作る時間がない」（40.1％）
が上位にあげられた。市販品を与えることが多い保護者
に，間食を選ぶ際に重視することを質問した。最も多かっ
たのは「子どもが好きなもの」（79％）で，次いで「安
全性」（43.4％），「量を調節できるもの」（38.1％）で
あった（図３）。具体的に多く与える間食については，５
割の保護者が「スナック菓子類」をあげ，次いで「アイ
スクリーム」（48.1%）「ゼリー」，「せんべい類」（45.5%）
となった（図４）。チョコレート，ビスケット類，菓子パ
ン，果物も，約３割の保護者がよく与えるという結果に
なった。スナック菓子を皿に取り分けるかの質問に関し
ては，80.5% がしていると回答した。飲み物は，お茶が
82.9% で最も高く，次いで水（34.1%），牛乳（30.4%）
と続いた（図５）。
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図１ 　間食を与える頻度　 n=83
図２　 与える間食は市販品が多いか手作りが多いか　 n=82
図３　間食を選ぶ時に重視すること（市販品を購入）
図４　間食に提供することの多い食べ物
　　　（市販品が多いと回答した保護者）
図５　間食時に与える飲み物
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２．保護者の間食に関する意識
間食を「楽しむためのもの」と考えている保護者が
71.4％で最も多く，「栄養やエネルギーを補うため」
（18.2％）と回答した保護者は有意に少なかった（p ＜
0.01）（図６）。「１日に必要な間食のエネルギー量を知っ
ているか（目安）」に関しては，「いいえ」と答えた保護者
が90.2％を示し，有意に多かった（p＜0.01）。「カロリー
を考えて間食を与えているか」に関しては，「いいえ」が
95.1％を示し，有意に多かった（p＜0.01）。「栄養を考え
て間食を与えているか」に関しては，「はい」が41.5％「い
いえ」が58.5％であった。
考　　察
１．幼児期における間食の現状
（1）頻度・時間・量
間食の摂取状況は，週に１，２回程度かあまり与えない
保護者も５％程度いるが，95％の保護者は，毎日もしく
は週３回以上間食を与えており，幼児期の子どもが間食
を摂取する習慣があることがわかった。時間を決めて与
えている保護者の９割は，園から帰宅後すぐに間食を提
供している。これは本研究対象が幼稚園児であり，降園
時刻がちょうどおやつ時刻に重なること，また，昼食か
ら２～３時間経過し少し空腹感を感じる時であることが
関係していると考えられる。夕方になり摂取すると夕食
時の食欲にも影響を与えるので，子どもにとっては理想
的な摂取時間であろう。８割の保護者は一回の量を決め
て与えており，食べすぎないように留意していることが
うかがえるが，約15％は子どもがほしがるだけ与えてお
り間食の取りすぎが懸念される。
（2）内容
間食に市販品を与えることが多い保護者は９割以上で
あり，手作りする家庭は非常にすくない。1984年の調
査［5］においても，すでに市販品を与える家庭が多かった
が，その当時よりも，商品が豊富になりコンビニ等で手
軽に購入できることや，家庭で手作りをする時間の確保
が難しい現在では，更にこの傾向は強まっていると推察
できる。市販品が多いと回答した保護者がよく与える間
食としては，スナック菓子，アイスクリーム，ゼリー，
せんべい類が上位にあげられた。先行研究［5］［6］［7］におい
ても，「スナック菓子」は上位を占めており，今回の調査
でも同様であった。スナック菓子が多いのは，子どもが
好む上に，量の調節が可能であり与えやすいからである
と考える。しかし，これらのスナック菓子は油で揚げて
いるものが多く，エネルギー量は１袋（60g）でおよそ
300～350kcal と高カロリーであり，また，およそ重量
の１％の塩分が含まれているため，健康に係る問題につ
ながる可能性があり留意する必要がある。提供する場合
には取り分けて与えるのが望ましいが，８割の保護者は
実践しており，取りすぎを防ぐ配慮がみられた。アイス
クリームやゼリーは，調査が夏季であったため多かった
と思われる。菓子パンの提供は３割程度であったが，一
般的に市販の菓子パンは，砂糖やクリーム等が多量に使
用されており，エネルギー量が高いものが多く，ひとつ
300～500kcal 以上になるものもある。菓子パンひとつ
で，子どもが一日に必要なエネルギー量の約３分の１か
ら半分を占めるので，食べる量に注意が必要である。お
にぎり，団子，ふかしイモ，トウモロコシなどの食べ物
も提供されていたが，その数は菓子類に比べて少なかっ
た。この理由としては，子どもが好んで食べない，ある
いは後述するように，保護者が間食を子どもの楽しみと
考えているため，こういった食べ物を間食として考えて
いない可能性もあると考えられる。市販品を選ぶ際は，
子どもの好みが優先されているが，安全性や量を調節で
きることも重視しており，できるだけ身体によいもの，
食べすぎないものを選ぶ配慮もうかがえた。
２．保護者の間食に関する意識
子どもの間食は「栄養やエネルギーを補うため」より
も，「楽しみのため」ととらえている保護者が有意に多く，
先行研究［6］と同様の結果となった。その意識が反映され
てか，保護者は，子どもの間食として１日に必要なエネル
ギー量を認識しておらず，食べ物のカロリーを考慮して間
食を与えていないことが明らかになった。しかし，スナッ
ク菓子を皿に取り分けて与えていることや７割弱の保護者
が量に配慮していること，お茶や水などのカロリーのない
飲み物を与えていることを考えると，明確にはカロリーを
考えてはいないが，与えすぎてはいけないといった意識が
働いていると推察できる。栄養に関しては，「考えて与え
ている」と答えた保護者の割合が４割であり，意識者の割
合も高くなっている。しかし，実際に与えている間食の内
容は，栄養価よりも子どもの好む食べ物，特にお菓子類が
中心であり，栄養を意識しているが内容にはあまり反映さ
れていなかった。
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図６　保護者の間食のとらえかた　n=77
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まとめ
本研究の目的は，幼児期の子どもを持つ若い世代の保
護者が実際に提供している間食の現状，及び子どもの間
食に対する考え方を把握し，今後，必要な取り組みにつ
いて検討することであった。本調査の分析により，以下
のことが明らかになった。
幼児期の子どもは，日常的に間食を摂取する習慣があ
り，保護者は時間や量を決めて与えるといった配慮をし
ている。実際に提供されている間食は市販品であり，ス
ナック菓子やアイスクリームなどの菓子類が多い。子ど
もの好みを最優先に間食を選んでいるが，同時に安全性
や量の調節も重視している。保護者は，子どもの間食を
楽しみのためと考えており，栄養やエネルギー補給のた
めと認識している保護者は少なく，保護者の「子どもの
間食」に対する認識が，本来の間食の役割とは異なって
いることが明らかになった。また，間食に必要な１日の
エネルギー量の目安に関して認識しておらず，９割以上
の保護者はカロリーを考えて提供していなかった。しか
し，皿に取り分けていることやカロリーのない飲み物を
提供していることなどから，明確に意識していないが与
えすぎないように留意していると推測された。栄養に関
しては，保護者の意識レベルと間食の実際に乖離が見ら
れた。
今後の課題
第３次食育基本推進計画［4］では，「保育所，幼稚園，認
定こども園等において，家庭や地域と連携しつつ，様々
な食育を推進する」と明記されており，各施設が創意工
夫し積極的に食育を推進することが望まれている。これ
を受けて，幼稚園でも様々な食育が実践されていると思
われるが，本研究の結果，「間食」に関する食育も積極的
に推進していく必要性があることが示唆された。今後，
必要な取り組みのひとつとして，保護者が「子どもの間
食」について学べる機会を提供することや，子どもに対
する間食教育の実施が挙げられよう。
保護者の間食に対する考え方は，実際に提供する内容
に影響するため，まずは乳幼児期における間食の役割と
重要性，即ち，「乳幼児期における間食は，単なる楽しみ
の時間だけではなく，３度の食事では摂取しきれないエ
ネルギー，栄養，水分を補う重要な役割があること」を
保護者に認識してもらうことが重要であろう。それによっ
て，子どもが好む菓子類中心の間食ではなく，栄養やエ
ネルギー量を考慮した間食の提供が期待できると思われ
る。また，１日の間食における栄養やエネルギー量の目
安，望ましい内容・組み合わせ，更に良く提供される市
販品のエネルギー量や塩分含有量，添加物など「子ども
の間食」に関する基本的な知識も知ってもらうことが，
より望ましい間食に繋がっていくと考える。しかし，各
家庭における状況はそれぞれ異なるため，「こうしなけれ
ばならない」ではなく，保護者が状況に合わせて実践し
やすいように支援することが望まれる。
子どもに対する間食教育に関しては，多々納ら［8］が，
子どもに「おやつの役割や食べ方」を食育している幼稚
園は，114園中０園であったと報告しており，子どもへ
の働きかけがあまり実施されていない可能性もある。保
護者への支援と共に，幼児期から子どもに対しても「間
食」教育を行い，彼らが親になる世代になった時に，次
世代につなげていける力を培っていきたいものである。
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